	28
（月）
	Future Bartizan

	
	ロマ16章25～27節　永遠 (えいえん)の神 (かみ)の命令 (めいれい)にしたがい、預言者 (よげんしゃ)たちの書 (しょ)を通 (とお)して今 (いま)や明 (あき)らかにされ、すべての異邦人 (いほうじん)に信仰 (しんこう)の従順 (じゅうじゅん)をもたらすために知 (し)らされた奥義 (おくぎ)の啓示 (けいじ)によって、あなたがたを強 (つよ)くすることができる方 (かた)、(26)

	
	聖書 (せいしょ)の中 (なか)のRemnant７人 (にん)と初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)、ローマ16章 (しょう)の人々 (ひとびと)は、確実 (かくじつ)な未来 (みらい)を持 (も)っていました。Remnantがまことの祈 (いの)りを始 (はじ)めれば、未来 (みらい)を見 (み)る未来 (みらい)のやぐらが作 (つく)られます。Remnantが未来 (みらい)のやぐらを建 (た)てるためにすることがあります。

１つ目 (め)、世々 (よよ)にわたって隠 (かく)されていたことを見 (み)つけましょう。神様 (かみさま)を離 (はな)れるようにさせたエデンの園事件 (そのじけん)、暗闇 (くらやみ)に捕 (とら)えられたネフィリム事件 (じけん)、神様 (かみさま)に敵対 (てきたい)して成功 (せいこう)しようとするバベルの塔事件 (とうじけん)は、人 (ひと)が解決 (かいけつ)することはできません。これに勝 (か)つキリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)るとき、わざわいが崩 (くず)れ始 (はじ)めます。２つ目 (め)、神様 (かみさま)から離 (ばな)れさせ、知 (し)らなくさせるわざわいを止 (と)める唯一 (ゆいいつ)の奥義 (おくぎ)がキリストです。この奥義 (おくぎ)は、過去 (かこ)のことではなく、毎日 (まいにち)、今 (いま)、現 (あらわ)れています。今日 (きょう)、私 (わたし)のキリストを見 (み)つけて、味 (あじ)わいましょう。３つ目 (め)、永遠 (えいえん)に神様 (かみさま)に栄光 (えいこう)をささげるやぐらを建 (た)てましょう。だれでも来 (く)ることができ、福音 (ふくいん)で癒 (いや)されるやぐら、次世代 (じせだい)が福音 (ふくいん)でサミットになる神殿 (しんでん)を作 (つく)りましょう。

Remnantは自分 (じぶん)自身 (じしん)の中 (なか)にある暗闇 (くらやみ)のやぐらが崩 (くず)れて、神様 (かみさま)のやぐらが建 (た)つように祈 (いの)りましょう。その方法 (ほうほう)は、静 (しず)かで深 (ふか)い集中 (しゅうちゅう)の時間 (じかん)を持 (も)つことです。そのとき、みことばで答 (こた)えを受 (う)けるようになって、24、25、永遠 (えいえん)の答 (こた)えを受 (う)けるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、未来 (みらい)のやぐらが建 (た)てられますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン






2023.11.02.2023ヨーロッパ伝道集会2講



	29（火）
	神様 (かみさま)が備 (そな)えられた弟子 (でし)の出会 (であ)い

	
	使18章1～4節　そこで、ポントス生 (う)まれでアキラという名 (な)のユダヤ人 (じん)と、彼 (かれ)の妻 (つま)プリスキラに出会 (であ)った。クラウディウス帝 (てい)が、すべてのユダヤ人 (じん)をローマから退去 (たいきょ)させるように命 (めい)じたので、最近 (さいきん)イタリアから来 (き)ていたのである。パウロは二人 (ふたり)のところに行 (い)き、(2)

	
	多 (おお)くの人 (ひと)が、生 (い)きるのが苦 (くる)しく、つらいと言 (い)います。Remnantは契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、神様 (かみさま)が完全 (かんぜん)に運命 (うんめい)を変 (か)えてくださったことを祈 (いの)れば良 (よ)いのです。今 (いま)を最 (もっと)も重要 (じゅうよう)な時刻表 (じこくひょう)にしましょう。すると、神様 (かみさま)が備 (そな)えられた弟子 (でし)に会 (あ)います。どんな時刻表 (じこくひょう)を持 (も)てば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)の時刻表 (じこくひょう)です。神様 (かみさま)の時刻表 (じこくひょう)を見 (み)れば、必 (かなら)ず世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)できる道 (みち)が開 (ひら)かれます。Remnantは、イエス様 (さま)がオリーブ山 (やま)で語 (かた)られた三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)のやぐらと旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべだけを味 (あじ)わえば良 (よ)いのです。２つ目 (め)、神様 (かみさま)が私 (わたし)に与 (あた)えられた時刻表 (じこくひょう)です。Remnantが、いつも見 (み)つけることがあります。それは「私 (わたし)の福音 (ふくいん)」です。神様 (かみさま)はRemnantが生 (う)まれる前 (まえ)に、Remnantの福音 (ふくいん)を備 (そな)えられました。これを今 (いま)、私 (わたし)がいる所 (ところ)で見 (み)つけて味 (あじ)わいましょう。３つ目 (め)、現場 (げんば)の時刻表 (じこくひょう)です。Remnantは、今 (いま)どこに住 (す)んでいるかをよく見 (み)ましょう。Remnantが住 (す)んでいる地域 (ちいき)の霊的 (れいてき)な雰囲気 (ふんいき)と流 (なが)れを見 (み)てみましょう。どんな宗教 (しゅうきょう)が大 (おお)きな影響 (えいきょう)を与 (あた)えているのか、どんな特徴 (とくちょう)を持 (も)っているのかをよく見 (み)てください。

Remnantは未来 (みらい)を心配 (しんぱい)する必要 (ひつよう)はありません。神様 (かみさま)の三 (みっ)つの時刻表 (じこくひょう)を味 (あじ)わえば、神様 (かみさま)が未来 (みらい)の門 (もん)を開 (あ)けてくださるからです。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)と私 (わたし)、現場 (げんば)の時刻表 (じこくひょう)を正確 (せいかく)に見 (み)て味 (あじ)わいますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン







2024.3.17.1部



	30（水）
	237-5000を生 (い)かす次世代 (じせだい)

	
	使18章24～28節　聖書 (せいしょ)によってイエスがキリストであることを証明 (しょうめい)し、人々 (ひとびと)の前 (まえ)で力強 (ちからづよ)くユダヤ人 (じん)たちを論破 (ろんぱ)したからである。(28)

	
	237か国 (こく)と5千 (せん)種族 (しゅぞく)を生 (い)かす最 (もっと)もはやい方法 (ほうほう)は*人材 (じんざい)を生 (い)かすことです。その人々 (ひとびと)を呼 (よ)んで、刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)になるためにすることがあります。

１つ目 (め)、７つのやぐらです。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)と御座 (みざ)の力 (ちから)が臨 (のぞ)みますようにと祈 (いの)れば、過去 (かこ)と現在 (げんざい)、未来 (みらい)の運命 (うんめい)が変 (か)わります。そして、*神様 (かみさま)の力 (ちから)と、空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)に勝 (か)つ力 (ちから)を与 (あた)えてくださいます。未来 (みらい)をあらかじめ見 (み)せてくださり、三 (みっ)つの庭 (にわ)を作 (つく)らせてくださいます。２つ目 (め)、７つの旅程 (りょてい)です。三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が導 (みちび)いてくださる道 (みち)を行 (い)くように祈 (いの)りましょう。どんな場合 (ばあい)でも勝利 (しょうり)する奥義 (おくぎ)、絶対 (ぜったい)に揺 (ゆ)れない土台 (どだい)、確信 (かくしん)を求 (もと)めて祈 (いの)れば、行 (い)く所 (ところ)ごとに、神様 (かみさま)が流 (なが)れを変 (か)えられるのを見 (み)るようになります。そして、一生 (いっしょう)の答 (こた)えを受 (う)けて、行 (い)く所 (ところ)ごとに御座 (みざ)のキャンプが起 (お)こります。３つ目 (め)、７つの道 (みち)しるべです。すべて完了 (かんりょう)されたカルバリの丘 (おか)の契約 (けいやく)、神 (かみ)の国 (くに)が臨 (のぞ)むオリーブ山 (やま)の契約 (けいやく)、マルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きが、私 (わたし)たちの道 (みち)しるべです。迫害 (はくがい)のゆえに散 (ちら)らされた者 (もの)が集 (あつ)まって教会 (きょうかい)が始 (はじ)まったアンティオキア、初 (はじ)めての宣教 (せんきょう)が始 (はじ)まったアジア、人生 (じんせい)のターニングポイントであるマケドニア、ティラノの働 (はたら)きが、私 (わたし)たちの道 (みち)しるべです。この道 (みち)しるべを見 (み)て、ついて行 (い)けば良 (よ)いのです。

Remnantは自分 (じぶん)自身 (じしん)と世界 (せかい)を生 (い)かす次世代 (じせだい)に７つのやぐらと７つの旅程 (りょてい)、７つの道 (みち)しるべが刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)となるように祈 (いの)りましょう。

*人材 (じんざい):なにかができる能力 (のうりょく)を持 (も)っている人 (ひと)、または、才能 (さいのう)がとても優 (すぐ)れた人 (ひと)のことを言 (い)います。
*神様 (かみさま)の力 (ちから):限界 (げんかい)がある人間 (にんげん)の力 (ちから)とは比 (くら)べることができない、神様 (かみさま)の偉大 (いだい)な力 (ちから)です。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださった７つのやぐら、７つの旅程 (りょてい)、７つの道 (みち)しるべが刻印 (こくいん)、根 (ね)、体質 (たいしつ)になりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン





2024.3.17.2部



	31（木）
	わざわいを止 (と)めるレムナントの絶対 (ぜったい)やぐら

	
	出3章18節　彼 (かれ)らはあなたの声 (こえ)に聞 (き)き従 (したが)う。あなたはイスラエルの長老 (ちょうろう)たちと一緒 (いっしょ)にエジプトの王 (おう)のところに行 (い)き、彼 (かれ)にこう言 (い)え。『ヘブル人 (じん)の神 (かみ)、主 (しゅ)が私 (わたし)たちにお会 (あ)いくださいました。今 (いま)、どうか私 (わたし)たちに荒野 (あらの)へ三日 (みっか)の道 (みち)のりを行 (い)かせ、私 (わたし)たちの神 (かみ)、主 (しゅ)にいけにえを献 (ささ)げさせてください。』(18)

	
	神様 (かみさま)はRemnantをわざわいを止 (と)める主人公 (しゅじんこう)として呼 (よ)ばれました。どのようにすれば、わざわいを止 (と)めることができるのでしょうか。モーセを通 (とお)して、わざわいを止 (と)めるRemnantの旅程 (りょてい)を確認 (かくにん)してみましょう。

１つ目 (め)、モーセはレビ人 (びと)の家庭 (かてい)に生 (う)まれました。レビ人 (びと)は、礼拝 (れいはい)をささげる部族 (ぶぞく)です。母 (はは)のヨケベデは、モーセが幼 (おさな)いときに、福音 (ふくいん)と祈 (いの)りを刻印 (こくいん)させました。Remnantは、幼 (おさな)いときから福音 (ふくいん)に集中 (しゅうちゅう)して、わざわいを止 (と)める準備 (じゅんび)をしましょう。２つ目 (め)、神様 (かみさま)はモーセを80歳 (さい)のときに、用 (もち)いられました。これがモーセの時刻表 (じこくひょう)でした。神様 (かみさま)はモーセに「血 (ち)のいけにえを献 (ささ)げに行 (い)きなさい」という契約 (けいやく)を与 (あた)えられました。その契約 (けいやく)をわかったモーセは、揺 (ゆ)れずに出 (しゅつ)エジプトの道 (みち)を行 (い)きました。Remnantは、契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、神様 (かみさま)の時刻表 (じこくひょう)になる時 (とき)まで待 (ま)てば良 (よ)いのです。３つ目 (め)、血 (ち)のいけにえを献 (ささ)げにエジプトを出 (で)て行 (い)くとき、わざわいを止 (と)めることが起 (お)こりました。10の奇跡 (きせき)は暗闇 (くらやみ)の勢力 (せいりょく)にはわざわいでしたが、契約 (けいやく)を持 (も)っている人 (ひと)には祝福 (しゅくふく)でした。

Remnantは、困難 (こんなん)のように見 (み)えることにだまされずに、そこでRemnantの道 (みち)を見 (み)つけましょう。Remnantが行 (い)く道 (みち)はわざわいを止 (と)める道 (みち)です。恐 (おそ)れずに、国 (くに)と家庭 (かてい)、世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かす挑戦 (ちょうせん)をしましょう!


	
	神様 (かみさま)、Remnantが行 (い)く道 (みち)にわざわいを止 (と)める神様 (かみさま)の働 (はたら)きを確認 (かくにん)させてください。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン





2024.03.23.レムナント伝道学



	11/1
（金）
	4月 (がつ)学院 (がくいん)福音化 (ふくいんか)

	
	出2章1～10節　さて、レビの家 (いえ)のある人 (ひと)がレビ人 (びと)の娘 (むすめ)を妻 (つま)に迎 (むか)えた。(1)

	
	Remnantは、いつも５力 (りょく)を味 (あじ)わう絶対 (ぜったい)やぐらを持 (も)ちましょう。絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てるには、集中 (しゅうちゅう)祈 (いの)りが必要 (ひつよう)です。ヨセフは、幼 (おさな)いときに24祈 (いの)りの中 (なか)で絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てました。そこで神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)を見 (み)るようになったのです。

１つ目 (め)、ヨセフが死 (し)んだ後 (あと)、イスラエルに危機 (きき)が来 (き)ました。このとき、ふだんから絶対 (ぜったい)やぐらを持 (も)っていたヨケベデは答 (こた)えを出 (だ)しました。モーセに絶対 (ぜったい)やぐらの契約 (けいやく)を伝達 (でんたつ)することにしたのです。２つ目 (め)、イスラエルの民 (たみ)は、自分 (じぶん)の国 (くに)ではないエジプトで暮 (く)らしていました。神様 (かみさま)がアブラハムに与 (あた)えられた世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の使命 (しめい)を逃 (のが)したからです。神様 (かみさま)は、237か国 (こく)と５千 (せん)種族 (しゅぞく)がいる所 (ところ)にヨセフを送 (おく)られました。このことが分 (わ)かったヨケベデは、この使命 (しめい)をモーセに伝達 (でんたつ)しました。３つ目 (め)、モーセは40年間 (ねんかん)、エジプトで世 (よ)の中 (なか)の学問 (がくもん)を勉強 (べんきょう)しました。そして、40年間 (ねんかん)はミディアンの荒野 (あらの)で５力 (りょく)を備 (そな)えました。80歳 (さい)になったとき、神様 (かみさま)の働 (はたら)きによって使命 (しめい)を果 (は)たしました。４つ目 (め)、出 (で)エジプトの奇跡 (きせき)が起 (お)こりました。神様 (かみさま)がエジプトに10のわざわいを下 (くだ)されました。それがイスラエルには祝福 (しゅくふく)になりました。羊 (ひつじ)の血 (ち)を塗 (ぬ)った日 (ひ)、イスラエルの民 (たみ)はすべて解放 (かいほう)されました。

Remnantは神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる霊的 (れいてき)な力 (ちから)に集中 (しゅうちゅう)する時間 (じかん)を持 (も)ちましょう!

	
	神様 (かみさま)、今日 (きょう)、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる力 (ちから)を味 (あじ)わいますように。イエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン












2024.03.23.核心訓練



	2
（土）
	世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)する力 (ちから)とその始 (はじ)まり

	
	使19章1～7節　パウロが彼 (かれ)らの上 (うえ)に手 (て)を置 (お)くと、聖霊 (せいれい)が彼 (かれ)らに臨 (のぞ)み、彼 (かれ)らは異言 (いげん)を語 (かた)ったり、預言 (よげん)したりした。(6)

	
	世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)できる力 (ちから)は神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださいます。重要 (じゅうよう)なことは、始 (はじ)まりです。Remnantは、すべてのサタンとわざわい、地獄 (じごく)の権威 (けんい)に打 (う)ち勝 (か)たれたキリストと、キリストが与 (あた)えてくださる力 (ちから)で始 (はじ)めましょう。福音 (ふくいん)を祈 (いの)りで味 (あじ)わって、することがあります。

１つ目 (め)、証拠 (しょうこ)を握 (にぎ)ることが始 (はじ)まりです。聖書 (せいしょ)の中 (なか)のRemnant７人 (にん)は、だれも助 (たす)けてくれない状況 (じょうきょう)にいました。しかし、祈 (いの)りの奥義 (おくぎ)を持 (も)って現場 (げんば)に行 (い)き、神様 (かみさま)がともにおられることを現 (あら)わしました。２つ目 (め)、神様 (かみさま)のみことばに対 (たい)する確信 (かくしん)を持 (も)つ分 (ぶん)、刻印 (こくいん)が変 (か)わり始 (はじ)めます。初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の人々 (ひとびと)は、神様 (かみさま)のみことばを確信 (かくしん)して、ひたすら祈 (いの)りに専念 (せんねん)しました。五旬節 (ごじゅんせつ)の日 (ひ)の後 (あと)にも、みことばを確信 (かくしん)して、毎日宮 (まいにちみや)と家 (いえ)で集 (あつ)まって祈 (いの)りました。３つ目 (め)、すべての事 (こと)と現場 (げんば)に絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てましょう。使徒 (しと)13章 (しょう)に、初 (はじ)めての宣教地 (せんきょうち)で絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てました。16章 (しょう)で、門 (もん)が閉 (と)ざされたとき、絶対 (ぜったい)やぐらを見 (み)つけ出 (だ)しました。19章 (しょう)では、ティラノ地域 (ちいき)が回復 (かいふく)する前 (まえ)と、ローマに行 (い)く前 (まえ)に、絶対 (ぜったい)やぐらを建 (た)てました。

絶対 (ぜったい)やぐらを持 (も)っているRemnantに来 (く)る苦 (くる)しみは、すべて祝福 (しゅくふく)であり、道 (みち)になります。キリストがサタンのすべてののろいとわざわい、地獄 (じごく)の背景 (はいけい)を十字架 (じゅうじか)で終 (お)わらせてくださいました。ですから、Remnantは、今日 (きょう)を最高 (さいこう)に作 (つく)れば良 (よ)いのです。

	
	神様 (かみさま)、ただキリストの契約 (けいやく)を握 (にぎ)って祈 (いの)りで世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の力 (ちから)を受 (う)けますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン












2024.03.24.1部



